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地球の内部に入っていって直接 しらべ ることは二不可能であるQわれわれが

直療得 ることのできる情報は ,地震波の伝播 ,地球表面を通 じて流出する熱

の流量 ,地磁気の変化 ,平均密度 ,慣性モー *ン トと ジ このほか ,地球の表

面 ,火山か らU)噴出物による表 面に近い ところCD組成などであるOこれだけ

oj情報か ら地球内部の密度 o)分布 ,組成などを知 る釘には ,物質tIJ)性質に関

する知識が必要なことはもちろんである｡このように して ,地球の研究に物

性物理学が重要な役割 を果す ことになるO

こ'V!jような物陰物理学に娼係する問題CL)一つは ,状態方程式に関するもの

であるO実際に ,地球内部の物質o)密度を知ろうとすればこC,11ような状態方

程式によらなければな らないが ,これ より重要なのは相平衡の問題であろうO

最近の高温高圧実験による珪酸化合物uj相平衡の研究が ,maritlef'))構造 を

明 らかに してきたことに関 してはいうまでもない (虻葦 ),特に重要な問題

は融解点か圧力によってどう変化するかという問題である(T貰 )｡物経理

義では ,1941年ujKirkwood一切onroeoj理論以後 ,融解に関 して理論 ら

しい理論は出されておらず ,停 とん状態になっているO また ,融解曲線に臨

界点があるかどうかとい うことに関 しても ,はっき りしたことはわかってい

ないOこ'Jj点は ,物性理論U)将来0)発展にまつほかはないわけである｡この

融解点と圧力に関する問題は ,地球内部oj濫度の推定に重要な娼係かあ り,

そ の 結 論 に よっ て は ,地 球 内部 'の 温 笈 は 現 在 普 通 に 考 え られ て

い る もの よ りず つ と 低 い こ と､に な る か も知 れ な い (Ⅵi章 ) 0.最

近 の 高温 高 圧 実 験 に よっ て ,この 点 が い く らか 明 か に され て･来

た の で ,今 後勿 性 物 理 学 に とっ て も地 球 科 学 に と
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っても重要な問題になるであろうO吏I,a,この問題は内部がヘ リウムか 水素で

できていて ,その圧力は 100Mbar程度に凄 しているとみ られる太星や土星a)

内諾に威する興味ある問題にも娼係 Lでくる (Ⅴ章 ,comment)O

つぎに ,物性物理学 と地球とUj威係で重要なもう一つUj問題は , 高温高圧下

に置け る輸送係数釘問題であるO 特に熱伝導率は内部CD覆 度 (:jj推定虹鱒 して電

宴である (tⅦ葺 )0,そLJj一つはmantlfeを構成する物質gj熱伝導率で ,特にこ

こJjはあいIradiationi.jtranSferかど･･:jj程度であるか ということは一つの問

題であ 5｡またcor-Ljにぎ三薫しては ,そ･得鶴睦 ,電気伝導度がどcjj程度であるか

ということは ク現在釘地磁気揖理論が.亘Eしいかどうかということ紅絹蓮 してく

るわけである (Ⅵ竜 )｡またma‡1Heが熱対流をしているとい うことに適 して

こLJjような点で ,地球uj問題･LL)車には物性物理学 oj問題 と考え られるも'Jjが

多いが ,物性物理学では ‥高温 ,高圧のいずれでも ,物質における轟々Cfjメカ

ニズが まじってきて ,後産蛙を増すために ,理論的立場か .r7そ｡,:j性質を予言す

ることか非常にE,=a蟹に登るOこ}･jj.氏:/ji一つUj問題で ,また理論物理学者 が高淳

高圧cliji事体 lOj物性にあまり興味を持たな くなる理塵か も知れないO

こ,JLjように ,i-=庖球揖問題か物睦物理と密度に磁極 しているが ,現在まで ,地

球uj内部構造に感す る研究かど,ll)ように遷始 られ ,どcjjような精度で ,どのよ

うな結論に到達 しているかということ ,韓に地球揖rOre'Jj状態に増 してはど

れだけくり知識が握 られているかということを知る'Jjは ,物性物理を研究す る立

場か らも ,非常に意義cJ)あることである ｡ また ,こrJjような結論が物質L'!)性質

iJ,1遇す る知識をどUjように周いてきたか とい うことは ,特に興味あることであ

ろうO 地磁気も ,地球ujcoreに娼係する問題Uj Lつ として重要なことはい う

までもない ｡

こL'/)ような立場で {高塩高圧実験や地球物理を専門とする方か らいろいろな
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話 をうかがったか ,地球の COreに関 しては ,地磁気甲問題を含めてなお多

くの研究すべき問題が残 されているように考 えられる O またこれは地球oj宅

成 ,歴史oj問題にも閑遷 してくる O こfJ),ような問題'D中には ,流体力学 のよ

うな巨視的な物理学oJ問題 もあるか ,物性物理学 o)問題に'薄遵することも多

い ｡

たとえば ,coreはどういう物質でできているか ,またそrJI)大部分が鉄で

あるとすれば ,そ'Jj鉄がどうして中心に集ったかということに頑 しては ,そ

れは固相抜)化学平衡 ,鉄L'])拡散などo)問題WL一項係 してくる (V,用章 )oま

た地磁気 'J__)起源 とされ ているCOreOJJ対流 (I_,)熱源が ,夜柊iI,}〕C(汀e物質珂讃

体C,)iflnerCOre に凝蘭するときrJi)凝固熱によるという考 え(I.-/1葦 )紘 ,

禾可逆寛象oj理論に娼遷 してくることが抗であ う ｡ また ,土星や未墾が磁気

モー*ン トを持っとすれば ,これ ら(/)惑屋L'リCOre揖対流はどうしてお こる

か ,またそこではfi-C や f12 が金属状になっているかどうか という問題は J,

まきt,･t非常に興味ある物性物理釘問題になる｡

こ{J_)ように して今後物性物理学 ,地球 ,惑星tL)研究者uj,L享Pjで交流か進め ら

れ ,新 しい研究に発展する芽をつ くることができれば ,そ(,1)成果は大いに閣

待 されるもtl)と思う｡ 特に ,高温高圧fにおける物軽り実験的研究が進 めら

れている現任 ,この方面cJ'j新 しい発 見が期待 され ,今後も交流が行われ る必

要があることはいうまでもないであろう.,
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